
［標準様式例７-２］

契 約 変 更 年 月 日

契 約 業 者 名

契 約 業 者 の 住 所

業 務 の 名 称

業 務 場 所

業 種 区 分

業 務 概 要
（変更した内容について
  記述する）

履 行 期 間 （ 自 ）

履 行 期 間 （ 至 ）

変 更 前 の 契 約 金 額 29,964,000
円（税込）

変 更 金 額 44,000
円（税込）

変 更 後 の 契 約 金 額 30,008,000
円（税込）

変 更 理 由

（第１回）契約変更の内容

令和8年2月19日

Ｒ７道の駅機能強化等検討業務　日本みち研究所・片平新日本技研設
計共同体

東京都江東区木場二丁目１５番１２号ＭＡビル

Ｒ７道の駅機能強化等検討業務

埼玉県さいたま市中央区新都心２－１　関東地方整備局

土木関係建設コンサルタント

１．｢道の駅」の情報提供施設の有効活用に関する調査・検討

令和7年8月1日

令和8年3月19日

１．｢道の駅」の情報提供施設の有効活用に関する調査・検討
当初特記仕様書第２０条２．（２）道の駅リニューアルに関する資料
作成において、道の駅第３ステージ応援パッケージの伴奏支援を予定
していたが、設置者と調整の結果、設置者にて資料作成を行うことか
ら、道の駅リニューアルに関する資料作成を減工する。
道の駅第３ステージの支援を行うにあたり、設置者と調整の結果、関
東の直轄一体型道の駅の基礎情報を収集し、支援内容を検討するため
の基礎資料を作成する必要が生じたため、「道の駅」の基礎情報整理
を追加する。
情報提供施設の有効活用を検討にあたり実施した「道の駅」利用者の
アンケート調査の結果、「道の駅」の防災機能に関する認知度が低い
ことが判明したため、「道の駅」防災機能を周知するための「道の
駅」防災機能の説明資料作成を追加する。
２．履行期限
上記に伴い、現地確認や新たな資料作成の必要が生じたことから履行
期間を令和８年２月２７日から２０日間延長し、令和８年３月１９日
までとする。


